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1.異 文化体験者 としての漂流民

 海外渡航を禁 じられていた鎖国時代の日本人のうちにも,異 国体験をもったものが

まった くいなかったわけではない。幕末動乱の時期ともなると,幕 府から公式に派遣

された遣米使節団(万 延元年 〔1860〕)や遣欧使節団(文 久2年 〔1862〕),あ るいは榎

本武揚 らのオランダ留学生(同 上年)な どのほかにも,幕 府には内密に,い わば密航

のかたちでイギリスに留学した長州藩の井上馨,伊 藤博文ら(文 久3年 〔1863〕)や

薩摩藩の新納刑部,五 代友厚など(慶 応元年 〔1865〕)が ある。

 これ らの人びとのばあいは,時 代がすでに開国へ向けて大きく動き始めていた状況

のなかでの海外渡航であり,し かも意図的 ・計画的な出国であった。 しか し,こ うし

た人び ととは別に,そ のかな り以前,ま だ鎖国という幕府の祖法が厳として生きてい

た時代にも,異 国体験を した日本人がいたのである。漂流民あるいはたんに漂民と呼

ばれる人びとがそれである。

  四面環海の日本列島のことであるから,た とえば,す でに先土器時代に,神 津島

産の黒曜石が本州に運ばれていたことでも示されるように,日 本人の海上交通の歴史

は,日 本人の歴史 と同じだけの古さをもつといってよい。海上交通があれば,と うぜ

ん海難事故もあったわけで,科 学技術の発達 したこんにちでさえ,海 難事故があとを

絶たないのであるから,古 来どれほどの海難事故があったものか,そ の総数にはおそ

*中 京大学社会学部

429



                        国立民族学博物館研究報告 別冊6号

らく想像を絶するものがあろう。海難事故に遭遇 したもののうちには,漂 流 して異国

に漂着 したとか,異 国船に救助されたとかいうものも,と うぜんあったはずであるが,

これら漂流民のばあいには,な んらかの幸運に恵まれて生還でもしないかぎり,そ の

漂流の事実さえもが故国に知られる機会はまずなかった。こうして,故 国の誰にも知

られることなく異郷の土と化 した漂流民も,け っして少な くなかったことであろう。

 古 くから繰返されてきた海難事故ではあるが,そ の件数が急増し,漂 流事件もまた

増加 してくるのは,近 世以降のことである。これは,こ のころになると記録がだいぶ

整備されてきたという事情もあるが,な んといっても最大の理由は,国 内の流通経済

が発達 し,海 運が盛んになったことである。海運が盛んになったにもかかわらず,造

船を含めて航海術が幼稚であり,気 象 ・海況を読む術も未熟であったところから,海

難事故が頻発するようになったわけである。

 漂流の記録がこれまでになく増加 してくるのは,生 還者がそれだけふえたというこ

とにほかならない。これには,国 際環境の変化が大きくあずかっている。漂着した先

で,破 船を修理するとか,あ るいは新たに船を造るとかして帰還 した例もないではな

いが,漂 流中を異国船に救助されたり,漂 着先で異人に助けられた りしたすえ,異 国

船に送 られて帰国をはた したという例が,圧 倒的多数を占めているのである。これは,

日本近海に出没する異国船の数が増したこと,日 本に開国を迫 る海外諸国が,漂 流民

護送をその手段として利用しようとしたこと,と いった国際情勢から結果したことで

あった。

 異国船が日本近海にしきりに姿をあらわすようになったのは,太 平洋捕鯨の盛況 と,

広東市場を対象とする太平洋貿易の股賑による。太平洋の 「探検時代」がほぼ終了す

る18世紀の終りごろから,太 平洋の資源開発 と対広東貿易が始まる。たとえば,北 米

北西岸 とハワイ諸島とについての,キ ャプテン・クックの最初の報告書が出版された

のが1784年 のことであるが,そ の出版後1年 をまたずに,利 にさといイギ リス商人が,

早 くもクックの情報にもとついて北米北西岸でラッコ猟を行ない,そ の毛皮を広東市

場へ売 り込んでいる。 こうして太平洋を越えての毛皮貿易が始まるのである。白檀 ・

いりこ(干 しナマコ)・真珠貝などの太平洋諸島の産物がこれに続 く。太平洋 を航行

する貿易船の数が年ごとに増大する。だが,貿 易にもまして活況を呈 したのが,太 平

洋捕鯨である。

 クックの報告以前には,捕 鯨の主舞台は大西洋であった。 それが太 平洋 に移 り,

1789年 から1850年代まで,捕 鯨業は全太平洋の商業活動の中で最大の利益をもたらす

ものとなる。主役はアメ リカの捕鯨船であった。 「われわれの捕鯨船隊は,太 平洋を
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そ の 帆 で 白0色 に埋 めつ く して い る と言 って よ か ろ う」 と い う,当 時 の0ア メ リカ 人

の 言 葉 が 伝 え られ て い る[HowE l984:93]。 ア メ リカの捕 鯨 船 の数 は,1835年(天

保6年)で421隻,1847年(弘 化4年)に は729隻 を か ぞ え,そ の ほ とん どす べ て が太

平 洋 で操 業 して いた の で あ る[桑 田 1940:33-37]。 漁場 は初 め カ リフ ォル ニ ァ,

チ リ0,ニ ュ ー ジー ラ ン ド沖で あ った が,つ いで 赤 道 付 近,そ して1820年 代 に は 日本

近 海 に新 漁 場 が発 見 され る。 こ の よ うに して,19世 紀 の 日本近 海 に は,し だ い に異 国

船 の航 行 がふ え,こ れ に発見 ・救 助 され る と い う幸 運 が,日 本 人 漂 流民 に しば しば恵

ま れ る こ と とな った の で あ る1)。

 異 国 に漂 着 した ばあ い は もと よ りの こと,異 国 船 に拾 わ れ た ば あ いで も,直 接 日本

に送 還 され る こ と は稀で,い った ん は異 国 に運 ばれ るの が 常で あ っ たか ら,期 間 に長

短 は あ る もの の,漂 流民 は異 国生 活 を味 わ って い る。 鎖 国 時代 の 日本 人 と して は,稀

有 の 体 験 を した わ けで あ る。 した が って,生 還 した 彼 らが もた らす海 外 情 報 は,為 政

者 や知 識 人 に とって す ごぶ る貴 重 な もので あ った 。 そ の評 価 は,幕 末 開 国 問 題 が 深刻

化 す る につ れ て い よい よ 高 ま り,漂 流民 の な か に は,土 佐 の 中浜 万 次 郎(ジ ョ ン ・万

次 郎)の よ うに,幕 臣 に まで 取 立 て られ る もの さえ で て くる あ りさ まで あ った。

∬.漂 流 の 記 録

 鎖国体制下では,た とえ不可抗力の漂流であっても,国 外に出ることは違法行為で

あった。 したがって,生 還者は郷里 に帰 り着 くまでに,繰 返 し厳重な取調べをうけた。

原則としてまず長崎奉行所で糺問をうける。そのあと,生 国の藩から引取り人がきて

藩に引取られるが,こ こでまた藩役人が取調べる。生還漂流民が長崎以外の地に上陸

したばあいには,ま ずその地の代官所や奉行所で取調べをうけたのち,長 崎または江

戸に送 られ,そ こで再吟味をうける。生国に引取られたのちにもまた,藩 役人の取調
                                    0

べがある。 このように二重,三 重の取調べをうけ,そ のつど訊問調書がとられるので

ある。その調書が 「口書」といわれるもので,こ れにはごく事務的に漂流から帰還ま

での経過を述べたものから,漂 流民の異国での見聞や体験を,か なりこと細かに写 し

とったものまである。このあと述べる 「漂流記」に劣らぬ史料価値をもつものである。

 漂流民が前記の 「口書」 とは別に,他 人の求めに応 じてその数奇な体験を物語るこ

とがある。これを聞き手がまとめたものが,「漂流記」と0般 に呼ばれているもので

1)川 合彦充氏によれば,太 平洋を漂流 中に外国船に救 助された 日本船 は,明 治初年まで に30隻

をかぞえ,救 助船 の国籍の判明 したもの27隻,そ の うち21隻 がアメ リカ船であ った という[川

合1967:149-155,1968:251-252]。
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ある。漂流民自身によって著された 「漂流記」の例はきわめて乏 しい。これは,漂 流

民が0般 に有識階級ではな く,文 章を作ることに不馴れな人びとであったからである。

浜田彦蔵(ア メリカ彦蔵)の 自著とされる 『漂流記』にしても,実 際の執筆者は岸田

吟香と本間清雄であったろうといわれている[近 盛 1963:248-251,1980:228]。

 ところで,「漂流記」と称されるものにも,そ の成 り立ちによって官撰本と私撰本

との二種類がある。前者は藩侯もしくは幕府の命により,然 るべき学者が漂流民の聞

取りを行ない,こ れを編纂 して0書 にまとめ,藩 侯あるいは幕府に献上したものであ

る。幕命により,伊 勢の漂民大黒屋幸太夫の体験談をまとあた,桂 川甫周の 『北嵯聞

略』(寛 政6年 〔1794〕)や,仙 台藩命で若宮丸の漂流一件を大槻玄澤が編纂 した 『環

海異聞』(文 化4年 〔1807〕)な どが,そ の代表例である。こうした官撰本のばあいに

は,「 漂流記」とはいっても,漂 民の語 ったところをそのまま文章化 したとか,簡 単

な整序 ・配列を試みたというのとは異なり,当 時入手できた蘭書の記述などと対照し

て,か な り厳密な校訂をほどこして編i纂されている。

 これに対 して私撰本は,海 外事情に関心を抱いた知識人,あ るいは奇談好みの物好

きが,直 接漂流民の話を聞 くか,「 口書」類をひそかに写すかしてまとめたものであ

り,整 序 ・配列に多少の工夫をこらす ことはあっても,前 者のように厳密な校訂をほ

どこしたものはない。それだけに,と きに意味不明や前後矛盾する箇所もないではな

いが,な まなましさという点では官撰本にまさっている。

 官撰本にしても私撰本にしても,「 漂流記」で江戸時代に版行されたものは,き わ

めて稀である。 元 ・気象研究所長で漂流記研究家の荒川秀俊氏に よれば,枝 芳軒著

『南瓢記』(寛政10年 〔1798〕刊),青 木定遠著 『南海紀聞』(文 化14年 〔1817〕刊),鈍

通子記録 『漂流記(大 日本土佐国漁師漂流記)』(嘉 永6年 〔1853〕刊),霜 湖漁曼撰

『海外異聞,0名 亜墨利加新話』(嘉永7年 〔1854〕刊),彦 蔵著 「漂流記』(文 久3年

〔1863〕刊)の5種 類しかないという[荒 川 1969a:188]。 これはいうまでもなく,

幕府が鎖国政策の延長として,「 漂流記」の公刊を禁 じていたからにほかならない。

したがって,上 記5種 類の版行本は,い わば地下出版本であったわけで,た とえば鈍

通子記録 『漂流記』には,そ の末尾近 くに,「右漂流諌一巻好古の友入におくり,売

買を禁 じ深 く秘す」と記されている。

 このようなわけで,「 漂流記」の多くは写本の形で世上に流布 した。 流布 したとい

っても,「 流布」という言葉を用いることが不適当であるくらい,か ぎられたもので

あったのかもしれないが,そ れでもこんにち,国 会図書館をはじめ全国各地の図書館

に,そ の種の写本が相当数収蔵されているし,個 人の蔵書中に収められているものも,
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かなりあるのではないかと思われる。

 「漂流記」の原本もしくは写本が公刊されるようになったのは,明 治以降のことに

属する。とくに石井研堂,荒 川秀俊,池 田晧の諸氏により,多 くの 「漂流記」が翻刻

・集成され,こ んにちでは,主 要な 「漂流記」の多 くを活字本で読むことが可能とな

った。なお未公刊のものがあるとはいえ,三 氏の労には大いに感謝しなければならな

い。本稿でこのあと取りあげる史料は,す べてこの種の公刊本によったものである2)。

皿.人 類学資料 としての漂流記録

 前節に述べた漂流民の 「口書」や 「漂流記」の類は,た んに歴史学の史料としてば

かりでな く,人 類学的にもまた少なからぬ資料価値をもつものである。その一つは民

族誌的価値である。漂流民は,漂 流の結果はからず も訪れることとなった異国での見

聞や体験を語 っており,そ の中には衣 ・食 ・住をはじめとする風俗 ・習慣 ・生業 ・社

会制度などの民族誌的事項がしばしば含まれているからである。もちろん,滞 在期間

の長短,漂 流民自身の観察力や関心のあり方,あ るいは記録者の取捨選択などによっ

て,記 録に精粗があるし,ま た漂流民の誤解,き き誤 り,記 憶違いなどによる誤 りも

あるが,注 意深 く扱かうな らば,漂 流民が訪れた当時のその土地の民族誌資料 として,

十分に活用することができるはずである。われわれは民族誌資料として,人 類学者の

調査報告とともに,し ばしば昔の旅行者や宣教師の日記,旅 行記の類を利用するが,

異民族 ・異文化について明治前の日本人のその種の記録を利用することは,こ れまで

ごく稀にしかなされなかった3)。 明治前の日本が鎖国体制下にあったことを思えば,

2)史 料 の翻刻を別に して,日 本人 の漂 流 問 題 一 般 をあつか った書 物に[相 川 1963],[鮎 沢

19561,[荒 川 1964,1969b],【 川合 1967]な どがある。 これらには,有 名な漂流事件の幾つ

かの簡単な紹介 ものせ られて いる。相川氏および川合氏の著書のそれぞれの巻末 には,漂 流事

件の年表が付 されている。川 合氏 のもののほうが,や や詳 しく,か つ正確であるが,た だ し,

それぞれの漂流事件についての依拠史料 の明示は,相 川氏にあって川合氏 にはみ られない。年

表 といえば,古 くは嘉永7年(安 政元年 〔1854〕)に版行された芥子屋重兵衛著 『海外漂流年代

記』,華 律外史著 『萬 国渡海年代記』がある。 両著 とも,海 外交渉一般の年表であ って,幕 末

期 な らではの出版物といえよう。漂流事件 ももちろん取 りあげられているが,た だ し,か な り

杜 撰である。両著 とも小野忠重氏 によ って翻刻されている[小 野 1942]。

 近年好んで漂流事件を題材 と した作 品を発表 して いる文筆家に,春 名徹氏がある。氏の作品

は,漂 流問題一般を論 じた もので はな く,特 定の漂流事件を国際的な時代背景のもとに描 いた

もので ある。一般向きに平明な文章で書 かれているが,そ の じつ,執 拗 なまで 丹念 に内 ・外

の文献を渉猟 し,そ れ らの厳密な考証のうえに立 ってお り,内 容的にはす ぐれた学術書であ る

【春名 1979,1981,1982]。

3)従 来 この種の記録の利用 は,歴 史家 と作家(井 伏鱒二,井 上靖,三 浦綾子,吉 村昭の諸氏な

ど)に かたより,そ の他では言語学分 野で村山七郎教授の有名な業績[村 山 1965]が あ るも

のの,な ぜか人類学者には少なか った。 もっと も,ま った く無か ったわ けではない。たとえば

近年には,加 藤九詐教授の北東 シベ リア諸民族に関す る大作がある[加 藤 1986]。
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当然ともいえるが,乏 しいとはいえ,利 用できる資料があるのに,こ れを活用しない

ことは,い かにも惜 しいと思うのである。

 たとえば,か つてハワイに行なわれていた欠歯の習俗について,1822年 から24年ま

でその地に滞在 した,ロ ンドン伝道協会の宣教師ウィリァム・エ リス師が,「 キリス ト

教が普及 した現在はもう行なわれていない」[ELLIs 1969:182ユ と述べて いるのに

対 して,1839年 から40年にかけておよそ11カ 月間をハワイに滞在 した,長 者 丸 の漂

民の一人次郎吉は,「欠歯の徒甚繁也。 米利堅より厳に禁ずれども尚止まず」[池田

1968:265]と,エ リス師 とはおよそ反対の状況を語 っているのである。事実はどう

であったのか。次郎吉の陳述に真実があるような印象をうけるが,少 な くとも,エ リ

ス師の記述を無批判にはうけいれられないことを,わ れわれは知るのである。

 漂民の記録には,上 に述べたような民族誌的価値のほかにも,つ ぎのような人類学

的な資料価値もある。それは世界についての地理的知識も,異 民族 ・異文化について

の知識 もまるで持ちあわさぬ日本人,し かも知識階級ではない庶民が,は じめて接し

た異民族 ・異文化にどのように反応 したかという,カ ルチュア ・ショックの問題への

資料提供という意味においてである。たとえば,結 論的には常識的なことであるが,

漂民のうちで一般 に高齢者ほどカルチュア ・ショックが大 きく,異 文化への適応が遅

いのに対 して,ジ ョン・万次郎やアメ リカ彦蔵のような十代の若者の適応がすばやい

ことなどを,漂 流の記録は期せず して描 きだしているのである。これはほんの0例 で,

カルチュア ・ショックの観点からの興味ある事実が,そ こにはいろいろと提供されて

いる。 とにか く,江 戸時代庶民が,な んの予備知識もなしにはじめて接触 し,そ のな

かに身を置くこととなった異文化を,ど のように眺め,感 じ,考 え,理 解 したか,す

こぶる興味深いものがある。

 漂流の記録の人類学的価値は,け っしてこれだけに尽きているわけではないが,こ

こで私が言いたかったことは,要 するに,従 来あまり注目されなかった資料で,な お

価値の高いものがあるという事実である。

 以下,本 稿では,こ れまで私が主たる研究のフィール ドとしてきた太平洋諸島にか

かわる漂流の記録の史料目録を,若 干の解題を付 して掲げる。さきにも述べたように,

史料はすべて誰でもが披見 しうる公刊本にかぎり,未 公刊のものは挙げていない。 し

たがって,こ れで網羅 し尽 しているというわけではないが,公 刊史料にかぎっていえ

ば,そ れほどの遺漏はないものと思う。 しか し,な お目の届きかねているものもある

し,ま ったく見落としている史料もな しとしない。 ご教示,ご 指摘をいただければ幸

いである。記事内容の検討は後日に譲 り,今 回は目録の提示だけである。
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IV.オ セ アニ ア関係 漂 流 史 料

以下には,年 代順,漂 流船別に史料を掲げる。

 1.若 宮 丸 関 係

 (1)船 籍 等

 奥州 石巻,米 沢 屋 平 之 丞 持船,800石 積,24端 帆,16人 乗 組 。

 (2)遭 難 ・漂 流

 寛 政5年(1793)12月2日 。

 (3)帰 国

 文化 元 年(1804)9月6日(4名)。

 (4)太 平 洋 で の 停 泊 また は 滞在 地

 ヌ ク ヒヴ ァ島(マ ル ケ サ ス諸 島)お よ びハ ワ イ島(ハ ワイ諸 島)。

 (5)経 緯

 寛 政5年11月27日,木 材 ・米 な どを江 戸 へ 回 漕 す るた め石 巻 を出港,塩 屋 崎 の沖 の

あ た りで暴 風 に襲 わ れ て漂 流 にお ちい る。 翌 寛 政6年5月10日,ア リュ ー シ ャ ン列 島

に漂着,島 民 に救 助 された の ち ロ シァ人 に引 渡 され,シ ベ リア,ヨmッ パ ロ シア を

横 断 して ペ テ ル ブル ク に送 られ る。 ペ テ ル ブル ク到 着 は 享和3年(1803)4月26,7

日頃 。 この間3人 病死,3人 病 気 残 留,残 るは10名 。 この うち,さ らに6人 が ロ シア

残 留 を 希望 し,爾 余 の 津太 夫 ら4名 だ け が,ロ シア の 遣 日使 節 レザ ノ ブの 乗艦 ナ デ ジ

ュダ 号 に便 乗 して,ク ロ ン シュタ ッ ト港 か ら 日本 へ 向 けて 帰 国 の途 につ く。享 和3年

6月16日 の こ とで あ った。

 艦 は デ ンマ ー ク,イ ギ リス,カ ナ リア 諸 島 を へ て大 西 洋 を横 断,ケ ー プ ・ホ ー ンを

回 って太 平 洋 にで る。 太 平洋 を北 西 に進 み,カ ム チ ャ ッカを へ て文 化 元 年(1804)9

月6日 長 崎 入港 。 津 太 夫 らは10年 余 の 歳 月 を か け て,は か らず も 日本 人 と して 初 め て

世 界0周 を は た した こ と にな る。 太 平 洋 横 断 の途 中で は,文 化 元年4月 下 旬 に13日 間

ほ どマ ル ケ サ ス諸 島 の ヌ ク ヒヴ ァ島 に,そ の 後5月 中 に数 日間 を ハ ワイ諸 島 の 主 島 ハ

ワ イ島 に,そ れ ぞれ 停 泊 して い る。 これ は記 録 に残 るか ぎ りで は,日 本 人 が ポ リネ シ

ア を見 た 最 初 で あ る。

 (6)史 料

 上 述 の よ うな経 緯 か ら,若 宮丸 関 係 の 史料 で は,当 然 の こ とな が らロ シァ に関 す る

記 述 が 量 的 に も っ とも多 く,か つ 詳 し くもあ る。 しか し,マ ル ケ サ スや ハ ワ イ につ い
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ても触れるところがないわけではない。とくにマルケサスについては,やa詳 しい記

述をみることができる。史料には以下のものがある。

 r通航一覧』巻之三百十八(魯 西亜国部四十六) 嘉永6年(1853)(国 書刊行会刊

本 第8巻 大正2年 刊)

 これには長崎奉行所での津太夫 らの 「口書」2種 が収められている。そのうちの0

つは,漂 流から帰国までの経過を,途 中見聞した情景描写をまじえながら述べたもの。

他は,訪 れた土地土地の風土 ・風俗を,土 地別にまとめて述べたもの。この2種 類の

「口書」は,荒 川秀俊(編)『 日本漂流漂着史料』(気象研究所 昭和37年刊)に もそ

のまま転載されている。

 また,2種 の 「口書」のうちの前者とほぼ同 じものが,「異国江漂流仕候 陸奥国の

者四人口書」と題 して,荒 川秀俊(編)『 異国漂流記集』(気 象研究所 昭和37年 刊)

に収録されているが,荒 川氏によれば,こ れは宝珍文庫旧蔵の写本によったものとい

う。

『環海異聞』大槻玄澤,志 村弘強(編) 文化4年(1807)

 津太夫らは1年 余を長崎に留め置かれたのち,仙 台藩の江戸藩邸にひきとられた。

ここで蘭学者大槻玄澤と志村弘強から40余日にわたって聞取りをうける。その記録に

校訂をほどこし,1年 半をついや してまとめたものが本書であり,仙 台藩主伊達周宗

に献上された。全15巻 より成るうち,第13巻 にマルケサスおよびハワイに関する記述

がある。

 本書の写本は数多 くあるもののようであるが,明 治以降の刊本にはつぎの各種があ

る。

 石井研堂(編)『 校訂漂流奇談全集』(博 文館 明治33年 刊)の 第22篇

 これは大槻家所蔵本を底本にしたというが,原 本にある多数の挿図を欠いている。

 大友喜作(編)『 北門叢書』第4冊(北 光書房 昭和19年 刊)

 前記石井本を底本とし,大 友氏所蔵本と中村徳重郎所蔵本および帝国図書館本を参

照 したという。中村本から挿図が転写されている。ただ し無彩色(原 本 の挿 図 は着

色)。編者大友氏の優れた解説が付されている。

 宮崎栄一(編)『 環海異聞』(叢 文社 昭和51年刊)

 石井本を底本とし,宮 崎氏所蔵本から彩色挿図を口絵に転写 している。

 杉村つとむ(編)『 環海異聞一 本文と研究』(八 坂書房 昭和62年 刊)

 国立公文書館,内 閣文庫所蔵本を底本とし,早 稲田大学所蔵の大槻本を参照。挿図

は無着色であるが,別 に着色口絵として京都大学教養部図書館所蔵本のものを転載し
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ている。編者による詳細な解説 と研究が付されている。

 『環海異聞』の刊本には,上 記のほかに三島才二(編)『 南 蛮紀文選』(洛東書院

大正14年刊)の 第4篇

 三島才二(編)『 南海稀聞帳』(潮文閣 昭和4年 刊)の 第1篇

があるが,遺 憾ながら筆者(石 川)は 未披見である。

 若宮丸関係の史料には,上 記の 「口書」類 と 『環海異聞』以外にも,幾 つかの別種

の 「漂流記」がある。いずれも未公刊の写本なので,こ こには省略する4)。

2.稲 若 丸 関 係

 (1)船 籍 等

 大 坂 安 治川,伝 法 屋 吉 右 衛 門持 船,500石 積,17端 帆,8人 乗組 。

 (2)遭 難 ・漂 流

 文 化3年(1806)正 月7日 。

 (3)帰 国

 文 化4年(1807)6月18日(た だ し,0説 に は6月11日)(2名)。

 ④ 太 平 洋 で の停 泊 ま た は滞 在 地

 オ ア フ 島(ハ ワイ諸 島)。

 (5)経 緯

 江戸 へ荷 物 を回 漕 し,そ の帰 途 遠州 灘 で 遭 難,70余 日漂 流 を 続 け る うち,文 化3年

3月20日 ア メ リカ船 に救 助 され る。 この船 は4月28日 オ ア フ島 に寄 港,漂 流 日本 人一

同 を島 の役 所 に託 す。 約4カ 月 間 を オ ア フ に過 ご した の ち,8月 中旬 一 同8名 は ア メ

リカ船 に送 られ て帰 国 の途 につ く。 もち ろん,当 時 の ア メ リカは 日本 と国 交 がな い か

ら,直 接 日本 に送還 す る こ と はで きな い。 日本 と通 交 の あ る清 国 に託 す た め,マ カ オ

を へて10月6日 広 東 着 。 しか し,広 東 側 は 日本 人 の 受 取 りを拒 否。 や むな く再 び マ カ

オ に連 れ 戻 され,こ こで 便 船 を 待 つ こ ととな るが,け っ き ょ くオ ラ ンダ 船 の便 を求 あ

て清 国船 で ジ ャカ ル タへ 送 られ る。12月25日 マ カ オ 出帆,文 化4年 正 月21日 ジ ャカル

4)若 宮丸 の漂流事件 は,そ の漂民がはか らず も世界を一周 した最初 の日本入 にな ったとい うこ

ともあ って,こ れまでに もさま ざまの書物に紹介 されて きた。それ らのなかでは,春 名氏のも

の[春 名 1981:ll5-166]が もっともす ぐれて いる。春名氏は未公刊の写本 も史料 とする0方,

日露外交関係の文献や,漂 民を送 り届けたナデジュダ号の艦長 クルーゼ ンシュテル ンの紀行を

参照するなど して,た んなる紹介 という以上の仕事をされている。一般 向きにわ かりやす く叙

述 されているが,実 質 は学術論文 と称 してよい。ただ し,紹 介 の中心は漂民の ロシア体験にあ

り,マ ルケサスやハ ワイでの漂民の見 聞には,ま った く触 れて いない。私 もかつて,若 宮丸事

件 に多少触れた ことがあ り,そ のお りには,お もにマルケサスとハ ワイでの漂民 の見聞を紹介

した[石 川 1984:198-203]。
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タ着。ジャカルタで3カ 月近 くを過ごす間,2人 病死。残り6人 は長崎へ向かうオラ

ンダ船に送 られて,4月15日 ジャカルタを出帆するも,船 中でさらに4人 病死,善 松,

松次郎の両人のみが生還 した。ただし,松 次郎は長崎奉行所での吟味中,強 度のノイ

ローゼが嵩 じて緯死,善 松ただ一人故郷の芸州へ帰ることができた。

 ⑥ 史 料

 『芸州善松北米漂流謬』(石井研堂編 『異国漂流奇課集』 福永書店 昭和2年 刊 に

収録)

 編者石井研堂によれば,こ れは大槻氏文庫稿本続海外異聞中の異国漂流記によるも

のとのことで,文 化4年 長崎奉行所での 「口書」である。

 ハ ワイに関する叙述は,前 記のように善松は約4カ 月間をそこに滞在 し,そ の実際

の見聞をもととしているので,か なり正確に当時の情況を写 しているものとみてさし

つかえないようである。ただ し,記 述量はそれほど多 くない。なお,善 松が滞在した

文化3年 は,ハ ワイ王国の創建者カメハメハ大王が王朝をひらいて12年 目にあたる。

 『通航一覧』巻之二百五十〇 および三百二十二(前 出刊本 第6巻 および第8巻 大

正2年 刊)に は,オ ランダ船が漂流日本人(善 松のこと,た だ し名前の記載は無い)

を送り届けてきた事実の記載があるだけで,「 口書」類など善松の体験談はまった く

収められていない。

3.神 社 丸 関 係

 (1)船 籍等

 奥州南部領閉伊郡船越浦,黒 沢屋六之助持船,650石 積(0説 には800石 積),12端

帆,12人 乗組。船名について後出 「戸川家蔵長崎志続編」では神祐丸としているが,

他の史料ではすべて神社丸であり,神 祐丸は誤写と思われる。

 (2)遭 難 ・漂流

 文政3年(1820)12月12日(一 説には12月6日)。

 (3)帰 国

 文政8年(1825)12月13日(4名)お よび文政9年(1826)正 月元日(3名)。

 ④ 太平洋での停泊または滞在地

 パラオ諸島。

 (5)経 緯

 鰯粕 ・大豆 ・魚油 ・鰹節などを積んで,文 政3年11月26日 南部領大槌浦(ま たは大

辻浦)を 出帆,江 戸へ向かう途中房州沖で暴風雨に遭い,漂 流すること38日,翌 文政
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4年(1821)正 月21日(一 説 には20日)パ ラ オ に漂着 。 この お り,上 陸 に際 して2名

溺 死 。残 余 の者 は島 民 に助 け られ て,こ こで お よ そ4年 の歳 月 を過 ごす こ と とな る が,

この 間 に2人 が 病死,残 りは8人 とな る。

 文 政6年(1823)7,8月 頃 外 国 船1隻 来 航,ナ マ コを集 荷 す るた め約1年 間 停 泊 。

漂 流 民8人 は この船 に便 乗 して 文 政7年(1824)8月3日 パ ラオを 脱 出,10月1日 シ

ャム に渡 る。 そ の あ と,清 国船 で漢 門 に送 られ,こ こか ら各 地 を転 々 と して の ち,文

政8年(1825)10月15日 漸 江 省 の乍 浦 に着 く。 これ まで にま た1人 病没,残 り7人 と

な る。

 当時の乍浦は対日交易の一拠点だったところで,こ こから2隻 の交易船に分乗し11

月24日 出帆。洋上難風に遭い,0隻(4名 便乗)は12月13日 大隅国屋久島に漂着,他

の0隻(3名 便乗)は 翌文政9年(1826)元 旦に遠州下吉田村に漂着 した。当初の12

名中,7名 が生還 したわけであるが,さ らに1名 が長崎奉行所内の揚屋で病死したた

め,結 局故郷に帰国できたのは6名 であった。

 ⑥ 史 料

 『通航一覧続輯』巻之七十八(諸 厄利亜国部十五)安 政3年(1856)(清 文堂刊本

第3巻 昭和45年刊)

 これには神社丸関係の資料4点 が収録されている。

 「戸川家蔵長崎志続編」

 「唐船漂泊一件」

 「視聞草」

 「甲子夜話続編」

以上4点 である。このうち 「唐船漂泊一件」は,清 国からの漂民護送状および駿府代

官並びに遠州中泉代官あての漂民の 「口書」。「長崎志続編」は 「口書」その他をもと

に編集されたもの。 ともに漂流から帰国までの顛末を述べており,パ ラオについての

見聞が中心となっているが,「長崎志続編」のほうがやや詳しい。「視聞草」は駿府代

官羽倉外記の書状の一部で,ご く短かいものであり,パ ラオについて触れるところは

無い。最後の 「甲子夜話続編」は,つ ぎに述べる 『ペラホ物語』の転載である。

 なお,こ の 『通航一覧続輯』巻之七十八の記事は,荒 川秀俊(編)『 異国漂流記続

集』(気象研究所 昭和39年 刊)に もそのまま収録されている。

 『ペラボ物語』西田直養(記) 天保6年(1835)(松 浦静山 「甲子夜話三篇』巻之

六十八 平凡社刊本 東洋文庫427『 甲子夜話三篇』 第6巻 昭和58年刊 に収録)

 西田直養は小倉の人。神社丸の漂流民の0人 庄吉(お そら くは 「口書」に言 う長
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吉)が,引 取りの南部藩士 に伴われて長崎から南部領に帰る途中,豊 前小倉を通過 し

たさい,文 政9年(1826)9月3日 に本陣大坂屋良助方で直養が庄吉 と交わした問答

を,天 保6年(1835)に 『ペラホ物語』の表題でまとめたもの。その内容の珍奇さに

感銘 して,静 山が自著に再録 したわけである。

 内容構成は,ま ず漂流から帰国までの経緯を略記したのち,パ ラオの気候,地 形,

動 ・植物から住民,衣 ・食 ・住,さ らに社会組織,慣 習に至るまでを,0問0答 形式

で記述 している。さきに述べたように,こ の 『ペラホ物語』は 『通航一覧続輯』巻之

七十八にも収められているが,た だし,こ れにあっては,『 甲子夜話三篇』収録のも

のにある 「男女の姿」,「男女交接事」,ほか性に関する記事がいっさい省略されている。

 前出の石井(編)『 校訂漂流奇談全集』の第30篇 も 『ペラホ物語』の再録である。

 『パラウ漂流記』(『南部叢書』 第10冊 南部叢書刊行会 昭和6年 刊 に収録)

 これは前出 『通航一覧続輯』巻之七十八に収載の 「唐船漂泊一件」とほとんど同じ

「口書」である。多少の違いは転写の際の誤写,あ るいは故意の修辞によるものと考

えられる。 たとえば,『パ ラウ漂流記』は,漂 流民がシャムからまず送られた先を厘

門としているが,こ れは漢門の誤写 と思われる。「長崎志続編」,「唐船漂泊0件 」のど

ちらもが襖門としているだけでなく,『 ペラホ物語』 には片仮名でオホモンと記され

ているからである。いうまでもないことであるが,襖 門はマカオ,慶 門はアモイのこ

とである。

 なお,『パラウ漂流記』は,前 出の荒川(編)『 日本漂流漂着史料』にも再録されて

いる5)。

4,長 者 丸 関 係

(1)船 籍等

越 中富 山,能 登屋 兵 右 衛 門 持船,650石 積,21端 帆,10人 乗 組 。

(2)遭 難 ・漂 流

天 保9年(1838)11月23日 。

(3)帰 国

天 保14年(1843)5月23日(6名)。

(4)太 平 洋 で の 停 泊 ま た は滞 在地

ハ ワイ 島 ・マ ウ イ島 ・ラナ イ島 ・オ ア フ島(以 上 ハ ワイ諸 島)。

5)神 社丸漂流一件について は,帝 塚 山大学の高 山純教授 に研究論文がある[高山 1985]・ 内 ・

外の文 献を渉猟 して考証を試みた労作である。
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(5)経 緯

 天保9年11月23日,仙 台領唐丹湊を出帆後ほどなく暴風に吹流される。漂流中2名

病死,1名 投身自殺。翌年(1839)4月24日 アメ リカ捕鯨船に救助され,9月 上旬ハ

ワイ諸島へ。以後天保11年(1840)7月 下旬 にイギ リス船でホノルルを出帆するまで,

およそ11カ月間をハワイ諸島に滞在。この間,ハ ワイ島 ・マウイ島 ・ラナイ島 ・オア

フ島に足跡を しるしている。オアフ島で1名 病没,残 り6名 はイギリス船でカムチャ

ッカに運ばれ,約2年 間を過 ごしたのち,さ らにアラスカのシトカに移され,こ こに

も4ヵ 月間滞在。天保14年3月 下旬にようや くロシア船で日本に送 られることとなり,

同年5月23日 エ トロフ島フルベツ沖で日本側役人に引渡される。その後6名 の漂流民

は松前をへて江戸に送 られ吟味をうける。いったん帰郷を許されるも,再 度江戸に呼

び返され,最 終的に放免帰郷がかなったのは嘉永元年(1848)10月1日 のことであっ

た。ただ し,江 戸滞在中に2名 病死 しているので,無 事帰郷できたものは,当 初10名

中4名 だけであった。

 (6)史 料

 r時規物語』 遠藤高環他(編)嘉 永3年(1$50) (刊本としては 池田 晧編

『日本庶民生活史料集成』第5巻 〈 『漂流』 〉 三〇書房 昭和43年 刊 に収録)

 刊本の編者池田晧氏によれば,原 本は前田家尊経閣文庫に所蔵されており,写 本と

しては,図 録その他を省略したものが1種 類だけ宮内庁書陵部にあるほか皆無のよし。

池田氏の刊本は,尊 経閣文庫の原本を底本としている。原本にある200余 枚の図録は,

池田氏の刊本にも再録されているが,た だし,前 者が彩色画であるのに対 して,後 者

は無着色である。

 原本の編者の0人 遠藤高環は,加 賀藩の高名な暦学者で,天 文 ・地理 ・数学に詳 し

く,当 時は算用場奉行を勤めていた。家郷に生還できた4名 の漂流民は,も ともと富

山藩領のものであったが,富 山藩は加賀藩の支藩であるため,加 賀前田家の藩士が,

藩侯の命を受けて漂流民の事情聴取にあたったわけである。たんなる聞書 きではな く,

精密な校訂をほどこして編纂されたものであることは,前 述大槻玄澤の 『環海異聞』

のばあいと同様である。1年3カ 月をついやして完成 した原本は,藩 主前田斉泰に献

上された。

 全10巻 および附録から成るうち,第2巻 がもっぱらハワイ諸島の記述にあてられて

いる。漂流民が滞在 した当時のハワイは,カ メハメハ3世 の治世で,ハ ワイ王国が近

代国家としての体裁をしだいに整えつつある時代であった。また,太 平洋捕鯨の最盛

期でもあった。1年 近 くを現地に滞在 していた長者丸漂流民の見聞は,当 時のハ ワイ
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事情を知るうえで,貴 重な史料ということができる。

 『蕃談』 憂天生(編) 嘉永2年(1849) (刊本は上掲の池田く編〉本に同じ。

別に現代語訳本として,室 賀信夫 ・矢守一彦〈編訳 〉 『蕃談』 平凡社 東洋文庫39

昭和40年刊)
         まさる

 編者憂天生は古賀増(通 称謹一郎)の 匿名。幕府の儒官であり,同 時に蘭学愛好家

でもあった。よく知られているように,嘉 永6年(1853)に ロシヤ使節プチャーチン

が長崎に来航 したおりには,勘 定奉行勝手掛川路聖護らとともにその接衝にあたった。

のち,安 政4年(1857)の 蕃書調所の開設時から文久2年(1862)ま で,そ の頭取を

つとめた。

 『蕃談』成立の経緯については,刊 本編者池田氏の 「解題」と,現 代語訳本の編訳

者室賀教授の 「解説」に詳 しい。同じ漂流をあつかった 『時規物語』が,漂 民4人 か

らの聴取をもとに,遠 藤高環 らが校訂をほどこして編纂 し,藩 侯 に献上した官撰本で

あるのに対して,『 蕃談』は,漂 民らの江戸滞在中にその一人次郎吉について,古 賀

謹0郎 が聴取してまとめた私撰本である。

 本書はあまり流布されなかったというが,そ れでもかなりの写本があるようである。

池田氏の刊本は,東 洋文庫所蔵の写本を底本としている。室賀教授 らの編訳本は,京

都大学付属図書館所蔵の写本を底本とし,東 洋文庫所蔵本をもって前者の欠をおぎな

ったという。ただし,東 洋文庫所蔵本のさし絵が彩色画であるのに対 して,室 賀本も

池 田本 も,と もにさし絵は無彩色である。また,室 賀本に収められたさし絵の点数は,

池田氏のそれに比してかな り少ない。

 『蕃談』全3巻 の構成は,漂 流から帰国までを年月の経過にそって述べるという形

をとらず,ま た,ハ ワイ,カ ムチャッカ,ア ラスカなど,遍 歴地ごとにまとめるとい

う形でもなく,ま ず第1巻 に経過の概略を述べたのち,第2,第3巻 は,見 聞 したと

ころを 「天地」「人物」「習俗」「政教」等々の項目別に分類 ・整理 して叙述 するとい

う形式を踏んでいる。 したがって,ハ ワイに関する記事は全巻随所 にでてくるわけで

ある。 『時槻物語』のハワイ記事と内容的に重なる事実も多いが,い ずれにせよかな

り詳細である6)。

5.中 吉 丸 関 係
%

(1)船 籍等

奥州仙台領気仙沼小友浦,及 川庄兵衛持船,積 石数 ・帆端数不詳,6人 乗組。

6)清 野謙次博士 が,人 類学者 としてはは じめて 『蕃談』に言及 している[清 野 1942]。 また,

富山大学の高瀬重雄教授 にも硫究論文がある[高 瀬 1957]。
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 (2)遭 難 ・漂流

 天保10年(1839)11月25日 。

 (3)帰 国

 天保11年(1840)3月24日(6人)。

 (4)太 平洋での停泊または滞在地

 父島(小 笠原諸島)。

 (5)経 緯

 鰹節 ・昆布など海産物を常州那珂湊江戸屋文次郎方へ送るため,天 保10年11月15日

小友浦を出帆。25日常州鹿島沖で難風に遇い漂流,12月28日0島 を発見,翌29日 上陸

するも,こ こは無人島でかつ水も無いため,再 び船にもどって東航,翌 天保11年正月

4日 別の島(父 島)を 発見 して上陸する。ここには人家12,3軒,男 女あわせて30人

ばかりが居住。同島に60日 ほど滞在ののち,南 風をえて3月7日 同島出帆,同 月24日

下総銚子湊に帰帆。

 (6)史 料

 『通航0覧 続輯』巻之百五十(異 国部四) 安政3年 (1856) (既出刊本 第4巻

昭和47年 刊)

 これには,銚 子湊諸役人の糺問による 「口書」(天保11年4月 付)な らびに,漂 民6

人が滞在 した島の模様を聞書きした 「天保十年奥民漂流記」とが収あられている。後

者には挿図7葉 が付されている。 この 『通航一覧続輯』の記事は,荒 川(編)『 異国

漂流記続集』にも転載されている。

  『小友船漂流記』 (前出 『南部叢書』 第10冊 および,同 じく前出の 『日本漂流

漂着史料』に収録)

 漂流の経緯 と島事情についての聞書 き,お よび,天 保11年12月29日 付の奉行所の裁

決に対する 「御受証文」が収められている。島の事情についての叙述は,こ の書がも

っとも詳しい。 『通航一覧続輯』には島名がまったく記されていないが,本 書では漂

民が滞在した島の名を 「アナイ」,さ きに上陸 した無人島を 「ホウロキボウホウ」と

しるしている。 しか し,こ れらの地名からその島がどこであるのかを特定することは

困難である。記事内容から判断せざるをえないが,書 中にえがかれた島の情況から推

して,「 アナイ」島が小笠原諸島の父島であることは確実である。

 地名のことをいま少 し続けると,よ く知られているように,小笠原諸島がその存在を

明確に認識されるようになったのは,1827年(文 政10年)イ ギリス軍艦ブロッサム号が

ここを訪れてからのことである。このおり,艦長ビーチーは,こんにちの父島を 「ピー
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ル 島 」(Peel Island)と 名づ けた ほか,他 の 島 々 に も命 名 して い る[GHOLMONDELEY

l915:Il]の で あ る が,そ れ らの ビ ーチ ー の命 名 の な か に は,「 ア ナ イ」 や「ホ ウ ロ キ

ボ ゥホ ウ」 を思 わせ る もの は ま った く見 あ た らな い。 ハ ワイ か らの 入植 は そ の3年 後

の こ とで あ るが,彼 ら入 植 者 が ビ ーチ ー の命 名 とは別 に,自 分 た ちで 島名 を つ け て い

た の で あ ろ うか。 しか し,そ れ を 伝 え る史 料 は ま った く存 在 しな い 。

 ハ ワイ在 住 の 欧米 人5人 が,ハ ワイ 島 民 男女 あわ せ て15人 を と もな って,父 島 に入

植 した の が1830年(天 保 元 年),ビ ー チ ーの来 航 よ り3年 後 の こ とで,こ れ が小 笠 原

の 最初 の定 住 者 とな った ので あ った。 中吉 丸 の漂着 は,ち ょ うどそ の10年 後 にあ た り,

入植 者 た ちが まだ か な り 「原 始 的 」 な生 活 を送 って い るよ うす や,彼 らの 言 葉 が 英語

とポ リネ シア語(ハ ワ イ語)と を混 じ7.て い る こ とな ど が知 られ て,す こぶ る興 味深

い。 小 笠 原 植 民 初 期 の 生 活 史 料 と して 貴 重 で あ る。

6.土 佐国漁船関係

 (1)船 籍 等

 土 佐 国 高 岡 郡(吾 川 郡 と した史 料 もあ る)宇 佐 浦,筆 之 丞事 伝 蔵 持船(居 浦 の徳 右

衛 門 の漁 船 を借 受 け た と もい う),か わ ら(和 船 の 船底 材)2丈5尺,5人 乗 組。

 (2)遭 難 ・漂 流

 天 保12年(1841)正 月7日 。

 (3)帰 国

 嘉 永4年(1851)正 月3日(3名)。

 (4)太 平洋 で の停 泊 また は滞 在地

 オァ フ島(ハ ワイ諸 島),グ ア ム島,ギ ル バ ー ト諸 島,バ タ ン島,サ モ ア諸 島,ニ

ュ ーギ ニ ア(ギ ル バ ー ト諸 島以 下 は 漂 民 の一 人,万 次 郎 の み)。

 (5)経 緯

 有 名 な ジ ョン ・万 次 郎 を含 む 土佐 漁 民 の漂 流 事 件 で あ る。

 天保12年 正 月5日 宇 佐 浦 を 出漁,7日 西 寺 鼻 の 沖 で 難 風 に遭 い漂 流,同 月13日 一 無

人 島(鳥 島)に 漂 着 。 お よ そ5カ 月 間 の孤 島 生 活 の の ち,6月4日 ごろ ア メ リカ の 捕

鯨 船 に拾 わ れ る。11月 下旬 オ ア フ島 ホ ノル ル に と もな わ れ,万 次 郎 を の ぞ く4人 は こ

こ に滞 在 す る こ ととな る。 万 次 郎 の み そ の ま ま捕 鯨 船 に水 夫 見 習 と して残 留 。 万 次 郎

14才 の とき の こ とで あ った 。

 オ ア フ島 に とど ま っ た4人 の う ち,1名 病死,2名 は帰 国せ ん と して弘 化3年(1846)

10月 下 旬 別 の ア メ リカ捕 鯨船 に便 乗,グ ア ム島 に2カ 月 間 ほ ど停 泊滞 在 の の ち,八 丈
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島を へ て北 海道 に い っ たん は 上 陸 す る も 人 影 な く,ふ た た び船 に もど っ て 弘 化4年

(1847)10月 は じめ ホ ノル ル に帰 帆。 以 後 嘉永3年(1850)10月 末 まで オ ア フ島 に滞在 。

 い っぽ う,万 次 郎 の 乗 った捕 鯨 船 は,鯨 を追 い つ つ ギル バ ー ト諸 島,グ ア ム島,バ

タ ン島,サ モ ア諸 島な どを へ て南 米 南 端 を迂 回 し,天 保14年(1843)4月 ご ろマ サ チ

ュ ー セ ッツ州 の フ ェ ア ヘ ーヴ ンに着 く。 周 知 の よ うに,当 時 の フ ェア ヘ ーヴ ンは,ニ

ユ ー ベ ッ ドフ ォ ー ド,ナ ンタ ケ ッ トとな らぶ ア メ リカの 三 大捕 鯨 基 地(母 港)の0つ

で あ り,万 次 郎乗 船 の捕 鯨 船 は フ ェア ヘ ーヴ ンを母 港 と して い た ので あ る。 万 次 郎 は

ここで 船 長 の庇 護 の も とに学校 教 育 を う け,ま た測 量 術 や航 海 術 も習 得 す る。 弘 化3

年(1846)6月 再 度 出漁 。喜 望 峰,イ ン ド洋 を へ て太 平 洋 には い り,.弘 化4年(1847)

10月 は じめ ホ ノル ル 着 帆 。 この 間,チ モ ール 島 の ク ーパ ン,ニ ュ ーギ ニ ア,グ ア ム島,

琉 球 な ど に立 寄 りつ つ 捕 鯨 操業 。 ホ ノル ル で は 残留 の仲 間3人 と再 会す る が,あ わ た

だ し く出 帆,グ ア ム島,マ ニ ラ,セ ラム島 な どで薪 水補 給 を しな が ら捕 鯨 を続 けた の

ち,喜 望 峰 回 りで嘉 永2年(1849)9月 フ ェア ヘ ーヴ ン帰着 。 そ の あ とす ぐ,万 次 郎

は帰 国 の 旅 費稼 ぎ に カ リフ ォル ニ ア の金 山掘 りにで か け,そ こ そ こ 稼 い で 嘉 永3年

(1850)10月 便 船 をえ てサ ン フ ラ ン シス コ出 帆,同 月 末 ホ ノル ル に着 く。 残 留 の仲 間

3人 と合 流,帰 国 を計 るが,1人 寅 右 衛 門 は 帰 国 に応 ぜ ず 最 終 的 にハ ワ イ残 留 。 万 次

郎,伝 蔵(本 名筆 之 丞),五 右衛 門 の3名 の み 清 国 へ 向 か うア メ リカの 貿 易 船 に 便 乗

して帰 国 の 途 につ く。 嘉 永4年(1851)正 月2日,琉 球 沖3里 ほ どの と ころで かね て

用意 の ボ ー トを お ろ し,こ れ に移 乗 して本 船 に別 れ る。3日 朝 摩 文仁 間 切 に上 陸 。 薩

摩 藩 役 人 に引 取 られ,山 川,鹿 児 島 をへ て 同 年9月29日 長 崎奉 行所 に引渡 され る。 奉

行 所 の 吟 味 を 終 え て,生 国 土佐 に帰 郷 で きた の は 嘉永5年(1852年)7月11日,宇 佐

浦 出漁 か ら じつ に11年 半 ぶ りの こ とで あ った 。

 (6)史 料

 『通 航 一 覧続 輯 』 巻 之 七 十 九(諸 厄 利 亜 国 之 部 十 六) 安政3年 (1856) (既 出刊

本 第3巻 昭和45年 刊)

 「異 国 漂 流記 」

 「辛 丑異 国 漂 流記 」

 「中浜 万 次郎 漂 流記 」

の3種 が 載 録 さ れ て い る。 この うち 「異 国漂 流 記 」 は,嘉 永4年11月 の 日付 を もつ 長

崎 奉 行 所 で の 「口書 」 を も と と した もので あ るが,0部 記 述 に混 乱 が あ り,万 次 郎 の

第2回 捕 鯨 行 の記 事 が第1回 の そ れ に ま ぎれ 込 ん で い た りす る。筆 写 の 際 の誤 りで あ

ろ う。 オ ア フ島 に つ いて は ほ とん ど叙 す る とこ ろ がな い が,ギ ル バ ー ト諸 島,グ ア ム
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島,バ タン島,サ モア諸島のそれぞれの情況について,多 少触れるところがある。

  「辛丑異国漂流記」は土佐藩の藤崎鮮明が嘉永5年 に万次郎から聞書きしたもの。

漂泊の経過については重きを置かず,オ ァフ島風俗を記述の中心に据えている。ただ

し,万 次郎自身のハワイ生活があまり長くないので,記 述 も詳 しくはない。

 「中浜万次郎漂流記」は,万 次郎ら3名 を長崎奉行所へ送 ったむねの松平(島 津)

薩摩守の届書(嘉 永4年9月11日 付および11月18日 付,幕 府あて)と,長 崎奉行から

土佐藩家臣への連絡状(嘉 永4年11月7日 付)お よび漂人受取方要請状(嘉 永5年4

月付)と を収めたもの。まった くの事務連絡文書で,島 々についての記述はない。

 『通航一覧続輯』巻之八十(詰 厄利亜国部十七) 安政3年 (1856) (同前)

 上掲 「異国漂流記」の続きと思われるものが収録されている。これには冒頭に 「嘉

永四辛亥年十一月無人島0外 国の様子漂流人申口」とあるように,島 別もしくは地域

別に気候 ・風俗等が叙述されている。太平洋関係では 「オアホ之様子」「キンアンメ

ルフル島之様子」 「キアン島の様子」「ヱ ミヨウ島の様子」 「ハタン島之様子」の各項

目があり,太 平洋をややはずれるが,「 タイモル島之様子」「呂宋島之様子」「シイラ

ム島之様子」などもある。オアホはもちろんオアフ島であり,キ ンアンメルフルはキ

ングス ミル ・グループの託 りで,現 在の呼名ではギルバート諸島,キ アン島はグアム

島,ヱ ミヨウ島はこれだけでは判別 しがたいが,後 出の 『漂客談奇』にこの島の所在

を 「ナバケィ トーの内」としているので,ナ ヴィゲーター諸島つまりサモア諸島中の

0島 と判断される。タイモル島はチモール島,シ イラム島はセラム島のことである。

 それぞれに簡潔に見聞談が叙されているが,オ アフ島については,万 次郎をのぞ く

他の2人 の滞在が数年におよぶため,か な り詳しい。当時のハワイは,カ メハメハ3

世王の治世である。しかし,ハ ワイについて以上に貴重な記述は,グ ァム島その他太

平洋諸島についてのものである。述べるところ僅かとはいえ,ハ ワイ以外の太平洋の

島々についての明治以前日本人の直接見聞は,は なはだ少ないからである。

 『通航一覧続輯』巻之百十五(北 亜墨利加部十二) 安政3年 (1856) (既出刊本

第4巻 昭和47年刊)

 「某秘記」として,「 嘉永六癸丑年十月御勘定奉行糺問書」が収められている。 そ

の内容は,ほ とんどすべてアメリカ合衆国(共 和政治州という名称をあてている)の

国情説明に終始 して,ハ ワイをはじめ太平洋諸島について記述するところはない。た

だ,捕 鯨行のさいに上陸または数日滞船 した場所を列挙しているなかに,タ イワンが

挙げられている点が注目される。他書でタイワンに触れているものはない。

 『漂客談奇』吉田文次正誉(編)嘉 永5年(1852)(刊 本としては既出池田編 『日
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本庶民生活史料集成』第5巻 および同じく既出の荒川編 『異国漂流記集』に収録)

 編者吉田正誉は高知の学者。万次郎 ら3名 の漂民が高知にもどってのち,嘉 永5年

の初冬の1日,吉 田が直接面談して聞書 きしたものである。刊本の荒川本は何を底本

としたか明らかでないが,池 田本と同系統本であり,そ の池田本は国会図書館所蔵の

6写 本のうち,比 較的善本を選んで底本とし,前 田家尊経閣文庫本を参考にしたよし。

石井研堂(編)の 前出 『校訂漂流奇談全集』にも同名書が収載されているが,こ れは

「口書」であって内容は別物である。

 さて,『漂客談奇』全篇は3談 から構成されている。 第1談 は漂流から帰国までの

経過を述べており,談 中ギルバー ト諸島,グ ァム島,サ モア諸島,チ モール島,8ユ

0ギ ニァ,マ ニラに触れた箇所では,そ れぞれ簡単ながらも土地柄や住民のようすな

どを述べている。第2談 では,ハ ワイとアメリカとに分けて,そ れぞれの国情 ・風俗

などが語られる。第3談 は第2談 の補足である。最後に編者吉田は,ま だ聞きたいこ

とはあるけれども,漂 民11年間の談話をわずか1日 で聞いたことであるから,疎 略が

はなはだ しく,そ のうえ,自 分は海外事情に不案内なので,た だ漂民の語るま ㌧を記

しただけである,と 「あとがき」をしるしている。巻末には十数葉の図 と,日 本語 ・

英語 ・ハワイ語3者 の対照表が付されている。

 『漂流奇談』土州高智隠士(編) 嘉永5年(1815)(刊 本は上掲荒川編書に同 じく

収録)

 荒川本は伊達家旧蔵の写本を底本としたよしであるが,こ れは上に挙げた 『漂客談

奇』の同系統本であり,た だ し,そ れよりもや＼詳 しい。 『漂客談奇』 には,『 漂流

奇談』からの誤写 と思われる箇所もあり,『 漂流奇談』のほうが原本に近いと考えら

れる。 しかし,荒 川本によるかぎり,『 漂流奇談』には付図ならびに日 ・英 ・ハ ワイ

語の対照表が欠落 している。なお,こ れにあっては編老名が高智隠士と匿名で示され

ているが,『 漂客談奇』の同系統本である以上,吉 田正誉であることはいうまでもあ

るまい。高智はもちろん高知のことである。

 『漂民録』 下村英恕(編)(刊 本は既出荒川編 『日本漂流漂着史料』 に収載)

 荒川氏は底本を明らかにしておられない。編者下村英恕の人物も不明。これには・

さきに挙げた 『通航0覧 続輯』巻之七十九所載 「中浜万次郎漂流記」に収められてい

る,松 平薩摩守の長崎奉行所宛届書 と同じものが載せられているほか,同 書にある長

崎奉行から土佐藩家臣への連絡状に対する回答と思われる文書,漂 民受取りの土佐藩

士への長崎奉行からの達状,そ れ と漂民からの 「漂流始末聞書」が収録されている。

しか し,そ れらのどれにも,太 平洋の島々についての記述はみられない。
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 『漂流万次郎帰朝談』(刊本は既出石井編 『異国漂流奇諌集』所載)

 底本不明。「口書」の一種であるが,漂 泊の経過を克明にたどるというよりは,ハ

ワイ,ア メリカ等の国情 ・風俗の記述に大半をついやしている。他の万次郎関係史料

にはみられぬ事実の記載もある。

 『漂流記』鈍通子(編)澹 浪軒版行 嘉永6年(1853)(刊 本は荒川秀俊編 『近 世

漂流記集』法政大学出版局 昭和44年 刊 に収載)

 江戸時代に版行された数少ない 「漂流記」の一つである。編者鈍通子は仮名垣魯文
                      むかし
の 別号 。 さす が 戯作 者 魯 文 の筆 に な る だ け に,「 往 昔,何 れ の御 時 にや 有 けん … … 」

と書 きだ し,「 めで た しあで た し」 で 閉 じる と い う具 合 に,物 語 ふ うの叙 述 の仕 方 で

あ る。 しか し,内 容 に脚 色 が あ る とは思 え ず,ハ ワ イ,ア メ リカ事 情 が や や 詳 し くえ

が かれ て い る。 ニ ュー ギ ニ ァや ギ ル バ ー ト諸 島 と思 わ れ る土 地 の風俗 につ い て も触 れ

て い る7)。.

 7.榮 寿 丸(永 住 丸)関 係               一

 (1)船 籍 等

 兵 庫 西 宮,中 村 屋 猪 兵 衛(伊 兵 衛 と した もの もあ る)持 船,1000石 積(一 説 に1200

石 積),28端 帆,13人 乗 組 。 な お,船 名 に つ い て は,榮 寿 丸 と した もの と永 住 丸 と し

た もの とが あ る。

 (2)遭 難 ・漂 流

 天 保12年(1841)10月12日 。

 (3)帰 国

 天 保14年(1843)12月3日(2名),弘 化2年(1845)7月11日(2名),同 年 同 月

13日(1名)。

 (4)太 平 洋 で の停 泊 また は 滞 在 地

 ハ ワイ諸 島 。

 (5)経 緯

 兵 庫 よ り奥 州 南部 へ向 けて の航 海途 上,犬 吠 岬 沖 で 暴 風 に襲 われ て 漂 流 。 天 保13年

(1842)2月8日 頃 スペ イ ン船 に救 わ れ,3月20日 カ リフ ォル ニ ア 半 島 の サ ンル カ ス

7)ジ ョン・万次郎は,井 伏鱒二氏の直木 賞受賞作 「ジョン万次郎漂流記」(昭 和12年)の おか

 げ もあ ってか,日 本 の漂流民 のなかでは,大 黒屋幸太夫,浜 田彦蔵(ジ ョセ ブ ・ピコ)と な ら

 んで,も っとも知名度の高い0人 であろう。帰国後,幕臣に取立て られ,幕末外交史上 に活躍 し

 たことも,そ の知名度を高めるうえにあずか っていたかもしれない。そのため,彼 については

 数種類の評伝 が書かれている。 この稿を書 くにあた って,私 もその幾つか[ワ リナー 1966; 中浜 1
970;成 田 1976;坂 本 1988]を 参照 した。
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に運ばれる。ただし6名 はそのまま船に連去られ,置 去りにされた7名 だけが上陸。

この7名 は土地の者に助けられ,サ ンホセに送 られる。奇しくもここで,さ きに船で

連れ去られた6名 中の2名 に再会,一 行9名 となる。のちには,さ らに1名 と合流 し

てつこう10名となる。子余曲折をへて,こ の10名のうち紀州生まれの善助と阿波出身

の初太郎の両名が,メ キシコのマサ トランから便船をえてマカオに渡 り,舟 山,寧 波,

乍浦をへて天保14年12月3日 長崎に帰国。肥前島原生れ太吉,伊 予松山の伊之助,能

登の儀三郎の3名 は,善 助らとは別便でマニラへ送られ,そ こからマカオ,舟 山,寧

波,杭 州,乍 浦をへて,弘 化2年7月11日 長崎着,た だ し儀三郎だけはマカオに留っ

て帰国せず。紀州出身弥市は,こ れまた別船でマカオに送 られ,香 港,舟 山,寧 波,

杭州,乍 浦をへて長崎に帰着 したのは弘化2年7月13日 であった。他の7名 のその後

の消息は不明。おそらくメキシコに残留 したままと思われる。

 (6)史 料

 この漂流0件 については,嘉 永7年(1854)に 版行された 『海外異聞,一 名亜墨利

加薪話』(既 出荒川編 『異国漂流記続集』に収載)の ほか,そ の原本である 『亜墨 新

話』一 これは阿波出身初太郎からの聞書きを,阿 波藩の儒臣前川文,那 波希顔がま

とめて藩主蜂須賀斉裕に献呈 したもの(既 出石井編 『校訂漂流奇談全集』,『通航一覧

続輯』巻之百十四く刊本第4巻 〉などに収録)一 や,そ の他 「口書」類が幾つか残

されている。しかし,そ れらはどれも,漂 民が長期滞在 した19世紀中頃のメキシコ事

情 と,帰 国前に訪れた中国諸港市の事情についてはかな り詳しく,こ れはその方面で

の貴重な史料 とみなすことができるが,漂 民らが帰路太平洋横断中にハワイに寄港 し

たと思われるにもかかわらず,こ れに触れるところはまったくないのである。唯一,

ハワイについてわずかながらも触れているのは,つ ぎの史料だけである。

 『東航紀聞』岩崎俊章(編) 嘉永4年(1851)(刊 本は池田編 『日本庶民生活史料

集成』第5巻 に収載)

 国会図書館所蔵本が底本 とされている。刊本の編者池田氏によれば,同 書の所在は

国会図書館以外に知られぬよし。

 稿本の編者岩崎俊章は紀州和歌山藩士。藩侯の命により,紀 州出身の漂民で帰国で

きた善助および弥市の両名について聞書きを作り,こ れを仔細に校訂 して全10巻 にま

とめあげたものが本書である。編纂にあたっては,桂 川甫周(編)『 北嵯聞略』 と,

大槻玄澤(編)『 環海異聞』とを手本としたことが,編 者岩崎によってその序文中に

記されている。

 全10巻 は 「漂流始末」3巻,「 風土記事」6巻,「 附録」1巻(唐 山紀事)か ら成る
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が,残 念ながら現存するのは 「漂流始末」3巻 と 「風土記事」3巻 だけで,他 の4巻

は所在が知れない。ハ ワイに関する記述がみられるのは,第2巻(「 漂流始末」の下)

においてであり,こ れは善助の口述である。マサタラン出帆後,20日 あまりで薪水補

給や交易品積込みのためにハワイに立寄ったおりの見聞が,ほ んの数行ではあるが叙

され,腰 布だけで裸体の島民が,ヒ ョウタンを売 りにきている様子を示したさし絵も

付されている。この記事には編者岩崎の 「此島の事は洋島紀事の部に詳にせ り」とい

う注記があり,そ の 「洋島紀事」なるものをぜひみたいところであるが,は なはだ遺

憾なことに,「洋島紀事」は欠本部分の第9巻 に収められていることとなっており,み

ることができない。

 なお,善 助がハワイに立寄ったのは天保13年(1842)11月 ごろのことである8)。

8.天 寿 丸 関 係

 ω 船 籍 等

 紀 州 日高郡 薗 浦,和 泉 屋 庄 右衛 門持 船,950石 積,13人 乗 組 。

 (2)遭 難 ・漂 流

 嘉永3年(1850)正 月9日(一 説 には6日)。

 (3)帰 国

 嘉永4年(1850)12月28日(5名)お よ び嘉 永5年(1851)6月24日(7名)。

 (4)太 平洋 で の停 泊 ま た は滞 在 地

 オ ア フ島(ハ ワイ諸 島)お よ び ギル バ ー ト諸 島 。

 (5)経 緯

 紀州 か ら江 戸 へ 蜜 柑 を 運 んで の帰路,伊 豆 小 浦 沖 で 暴 風雨 に遭 い漂 流 に お ち い る。

嘉永3年3月12日(0説 に19日)ア メ リカの 捕 鯨 船 に救 助 さ れ る。 しか し,そ の後 洋

上 で他 の2隻 の 異 国船 にそ れ ぞれ8名,3名 が移 され,も との捕 鯨 船 には2名 だ け が

残 る。 この船 は 同年9月4日 ホ ノル ル に寄 港,漂 民2名 と もこ こで 下 船 。 この オア フ

島 で さ きに洋 上で 別 れ た3名 の者 と合流 で きた ほか,ジ ョン ・万 次 郎 ら土佐 の漂 民4

名 お よ び榮 寿 丸 の 漂 民 で マ カ オへ 送 られ る途 中の 善 助 に もあ う。 しか し,一 同一 緒 の

帰 国 は かな わず,天 寿 丸 の5名 は ア メ リカ捕 鯨 船 に便 乗 して嘉 永3年10月11日(一 説

に11月15日)ホ ノル ル 出 帆,途 中 ギルバ ー ト諸 島,硫 黄 島 を へ て嘉 永4年2月 上 旬 香

港 に着 く。 フ ラ ンス船 に乗 りかえ,マ ニ ラ,上 海 を へ て7月22日 乍 浦 着 。12月11日 清

8)榮 寿丸 の漂流一件について も,春 名氏 がゆ きとどいた考証を加えて紹介 して い る[春 名

 1981:167-216]0

450



石川 江戸時代漂流民によるオセアニア関係史料

国船に送られて乍浦を発ち,長 崎に帰国したのは12月28日,長 崎奉行所での吟味を終

えて帰郷できたのは嘉永5年(1852)6月 のことであった。

 洋上で別れた別の8名 の者も,病 死者1名 をだしたものの,カ ムチャッカをへて,

ロシア船に送られ嘉永5年6月24日 伊豆下田に帰国することがで きた。

 (6)史 料

 r通航一覧続輯』巻之九十八(魯 西亜国部十五) 安政3年 (1856) (既出刊本

第3巻 昭和45年 刊,お よび荒川編 『異国漂流記続集』に収録)

 「漂民蛮話」

 「漂客談奇」

が収められており,こ れにオアフ島,ギ ルバート諸島の記事をみることができる。こ

のほか,1コ シア船で伊豆下田に帰国したグループについての韮山代官江川太郎左衛門

名による,幕 府あて届書なども収録されているが,当 然ながらこれらには太平洋諸島

記事はない。

 上の両書は,漂 流から帰国までの経過と漂民の見聞を叙 しているが,「漂客談奇」の

ほうがいっそう詳 しい。前者の触れていない硫黄島(当 時無人島)に ついても,わ ず

かながらも記事がある。オァフ島については,1カ 月あま り滞在 したたあ,や 、詳 し

い記述がある。

 問題はギルバー ト諸島である。両書とも 「裸体島」もしくは 「裸島」と書 くだけで,

ギルバート諸島のその当時の名称キングスミル ・グループ,も しくはそれを思わせる

ような名称の記載はいっさいない。 しかし,そ の島の位置をオアフ島から香港への途

上で赤道直下にあるとしていること,当 時の捕鯨船はギルバート諸島付近を漁場の0

つとし,し ばしばこの群島に寄港 していること,さ らに,ア メ リカの捕鯨船に乗組ん

で,日 本人としては じめてギルバー ト諸島を訪れたことのあるジョン・万次郎が,キ

ングス ミル ・グループを 「裸島と申候」(「東洋漂客談奇」),「裸島と申す所」(「漂流

奇談」)と 述べていること,ま た,万 次郎の述べる 「裸島」 と天寿丸漂民の見た 「裸

島」の島民習俗が,き わめてよく似ていることなどから,天 寿丸漂民が帰途立寄 った

「裸島」もしくは 「裸体島」が,ギ ルバート諸島であることはまちがいないと判断さ

れるのである。

 「裸島」「裸体島」という名称は,も ちろん,島 民男女が全裸もしくはこれに近い

姿であったところから生 じた名称であるが,そ れは日本人漂民がその印象によってか

ってにつけた呼び名なのではな く,上 記の万次郎の語 り口からみて,当 時のアメリカ

捕鯨船員のあいだに通用していた,キ ングス ミル ・グループ(ギ ルバート諸島)の 二
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ックネームもしくは俗称であったと思われる。

 なお,「漂民蛮話」および 「漂客談奇」では,こ の「裸体島」「裸島」に注記 して,

マルケサス諸島もしくはこれに近い島ではないかとしているが,こ れは明かに誤りで

ある。かつて若宮丸の漂民津太夫らが,日 本への帰国途上でマルケサス諸島に立寄っ

たことがあるが,彼 らのみたマルケサス島民も裸体であった。その情報(こ の稿の若

宮丸の項参照)に もとついて憶測したものであろう。

 『漂流船聴書』木藤正明(編)嘉 永6年 (1853) (刊本は既出荒川編 『近世漂流

記集』に収録)

 荒川本の底本不明。これにもオアフ島およびギルバー ト諸島の記事がみられる。た

だし,ギ ルバート諸島について,「 裸島」といった名称は用いられず,か わりに 「ペ

キヤン」,「シリネンム」という変った名称がでてくる。残念ながら,こ の変った名称

の由来は不明である9》。

9.永 力 丸(榮 力丸)関 係

 (1)船 籍 等

 摂津 兎 原 郡 大 石 村,松 屋 八 三郎 持 船,1600石 積(0説 に1500石 積),31端 帆,17人

 乗組 。

 (2)遭 難 ・漂 流

 嘉永3年(1850)10月29日 。

 (3)帰 国

 安政 元 年(1854)7月22日(11名)お よ び安 政6年(1859)5月18日(1名)。

 (4)太 平 洋 で の停 泊 また は滞 在 地

 オ ァ フ島(ハ ワ イ諸 島)。

 (5)経 緯

 江 戸 へ 荷 物 を 回 漕 して の帰 路,志 摩大 王 崎 沖 で暴 風 に遭 い漂 流 。 嘉永3年12月21日

ア メ リカ船 に拾 わ れ る。2月3日 サ ンフ ラ ンシス コ入 港 。 こ こ に ほぼ1年 間 滞 在 の の

ち,嘉 永4年(1851)2月10日 ごろ別 の ア メ リカ船 で サ ンフ ラ ン シス コを 出帆,帰 国

の途 につ く。 閏2月14日 オ ア フ島着 。 オ ア フ島到 着 の直 前1名 病死 。 オ ア フ に は約1

週 間 停 泊 す る。 さ らに西 航 を続 け,4月2日 香港 着 。 しか し,た だ ち に は 日本 へ の 便

船 な く,ア メ リカ軍 艦 サ ス ケ ハ ナ号で1年 余 を過 ごす こ ととな るが,こ の間 アモ イ,

9)天 寿丸 の漂流事件につ いて,高 山純 教 授 にたいへん ユニー クで緻 密 な 研 究 が あ る[高 山

 1987]。教授 もまた,私 とは別の論拠か らではあるが,「 裸島」をギルバー ト諸 島に比定 してお
 られ る。
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マ ニ ラ,シ ャ ンハ イ等 々 を転 々 と し,嘉 永6年(1853)4月22日 よ うや く清 国 の 対 日

貿 易基 地 乍 浦 に着 く。 これ ま で に帰 国 の困 難 を 案 じて3名 の 者 が ふ た た び ア メ リカへ

も ど り,さ ら に1名 が別 行動 を と り,乍 浦 に着 い て か らま た1名 が 行方 不 明 とな り,

け っ き ょ く乍 浦 か ら日本 向 け便 船 に乗 船 で きた の は11名 で あ った 。乍 浦 出帆 は7月12

日,同 月22日 に 薩摩 の羽 島 に着 き,天 草,樺 島 を へ て7月27日 長 崎 に 入港 す るが,樺

島で 潮 待 ちを す る間 に1人 病死 し,長 崎 に上 陸 した の は10名 で あ った。 長崎 で 吟 味 中

に さ らに1名 が病 没 し,す べ て の取 調 べ が 終 った と きに は,当 初17名 が9名 とな って

い た。

 他 方,い った ん 中国 まで や って きな が ら,一 行 と別 れて ふ た た び ア メ リカ に も どろ

うと した3人 とい うの は,彦 太 郎,治 作,亀 蔵 の3名 で,こ の彦 太 郎 がの ちの ジ ョセ

ブ ・ピコ こ と通称 ア メ リカ彦 蔵,日 本 名 浜 田彦 蔵 で あ る。 彦 蔵 は 漂 流 の年,わ ず か15

才 の 少年 で あ った。

 彦 蔵 ら3名 は香 港 か らイ ギ リス 船 で ふ た た び サ ンフ ラ ン シス コに も ど る。 嘉 永5年

(1852)12月 は じめ の こ とで あ った。 以 後3人 は ば らば らにな る が,彦 蔵 は安 政5年

(1858)8月20日 ま で ア メ リカ に と どま り,こ の間 にサ ン フ ラ ン シス コ税 関 長 の庇 護

をえ て学 校 教 育 を うけ,カ ト リ ックに も入 信 し,帰 国 ま じか に は帰 化 して米 国市 民 権

を え て い る。 いわ ゆ る 日系 米 人 第1号 で あ る。 ま た,日 本 人 と して は じめ て米 国 大 統

領(ピ ア ース お よび ブ キ ャナ ン)に も謁 見 して い る。

 ア メ リカ人 とな った彦 蔵 は,安 政5年8月20日 サ ン フ ラ ンシス コを発 って 訪 日の 途

に つ く。10月4日 ホ ノル ル着,翌 安 政6年(1859)2月4日 ま で 同地 に滞 在 。 香 港 を

へ て 上海 に渡 り,4月27日 ア メ リカ軍 艦 ミシ シ ッ ピー号 上で 初代 駐 日ア メ リカ合 衆 国

公 使 ハ リス に会 い,神 奈 川 領事 館 付 き通 訳 に任 命 され る。 ハ リス に と もな わ れ て5月

18日 長 崎 着,任 地神 奈 川 へ の 入港 は5月30日 の こ とで あ った 。

 な お,彦 蔵 と とも にサ ン フ ラ ンシス コ に もど った 治作,亀 蔵 の両 人 も,そ れ ぞ れ に

彦 蔵 に前 後 して 日本 に帰 国 して い る。

 (6)史 料

 『通航 一 覧 続 輯』 巻 之百 十 六(北 亜 墨 利加 部 十 三) 安政3年 (1856) (既 出 刊 本

第4巻 昭和47年 刊 。荒 川 編 『異 国 漂 流 記続 輯 』 に も収録)

 荒 川 本 によれ ば,こ の記 事 は 「班 節 録」 か らの 転載 と され て い る が,刊 本 第4巻 に

はそ の む ね の記 載 が な い。

 記 事 は漂 民 の1人,播 州 加 古 郡 本 庄 村 の 清太 郎 か らの 聞書 きで あ る。 清太 郎 は彦 蔵

ら3人 と別 かれ て 安 政元 年 に帰 国 した11名 の うち の1人 で あ る。 漂 泊 の経 過 にそ って
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記述 されており,サ ンフランシスコから香港に向か う途中,嘉 永4年 閏2月 にハワイ

に約1週 間滞在 したおりの見聞が,ご く簡単に述べられている。当時はまだカメハメ

ハ3世 の治世である。

 『長瀬村人漂流談』奥多昌忠(編) 安政2年(1855)(刊 本は既出池田編 『近世日

本庶民生活史料集成』第5巻 に収載)

 池田本の底本は池田氏所蔵写本のよし。なお,池 田氏によれば,同 系統本は奥平家

にもあるとのことであるが,池 田本が上 ・中・下3巻 から成るのに対 して,奥 平本は

上 ・下2巻 本という。

 上述の清太郎と一緒に帰国 した伯州河村郡長瀬村の利七が故郷に帰 ってのち,そ の

話を鳥取藩士奥多昌忠がまとめたものである。これでは船名が永力丸ではな くて榮力

丸 とされている。また,利 七の名も,上 掲の 『通航一覧続輯』では与太郎とされてい

た。

 上巻に漂泊の経緯,中 ・下巻はアメリカ,中 国での見聞を主にまとめられているが,

オアフ島関係記事が上巻 と下巻 とにあり,上 掲清太郎のものよりはやや詳 しい。 しか

し,い ずれにしてもわずかである。

 『漂流記談』敦斎小史堀煕明(編) 安政3年(1856)(刊 本は,新 村出監修 『海表

叢書』第3巻 更生閣書店 昭和3年 刊 に収載)

 新村本の底本は,京 都大学文学部国史研究室所蔵本。編者堀煕明の序文では3巻 本

にまとめたとされているが,京 大本は2巻 本である。堀煕明は鳥取藩士。前掲の利七

の話をまとめたものである。聞取 りは同僚諸子 とともにしたと述べているから,お そ

らく上掲 『長瀬村人漂流談』の編者奥多昌忠と同席だったことと思われる。事実,記

事内容 もよく似ている。奥多本では,漂 泊の経過とは別 に,中 。下巻をもっぱら見聞

記事にあてていたのに対 して,こ の堀本では,全 巻を漂泊経過にあて,そ のなかに見

聞も含めて述べているので,経 過に関するかぎりは堀本のほうが詳しい。オァフ島記

事は第1巻 にあり,こ れも奥多本より詳しい。

 なお,こ の本によれば,利 七は幼名を与太郎といい,帰 国後ふたたび改名して文太

という,と 注記 されている。

 『播州人米国漂流始末』ロ書 安政3年(1856)(刊 本は既出石井編 『異国漂流奇

諌集』に収録)

 これは,彦 蔵らと別れて安政元年に帰国 した者のうち,播 州出身者4名 が,姫 路の

役所において再吟味をうけたおりの 「口書」である。石井本の底本は不明。ハワイ記

事では,上 掲の諸史料が触れていなかったハワイ'島民の服装について述べている。
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 『漂 流 記 』 彦 蔵著 文 久3年(1863)版 行(つ ぎ の既 出各 書 に収 録 。石 井編 『異 国

漂 流奇 諌 集 』,荒 川 編 『異 国漂 流 記集 』,同 編 『近 世 漂 流記 集 」,池 田編 『日本庶 民 生

活史 料 集 成 』 第5巻)

 漂 流 記 と して は珍 ら しく木 版 本 と して版 行 され た もの で あ る。20葉 の さ し絵 が あ る

が,石 井 本 で は これ が い っさ い省 略 され て い る。彦 蔵 は 日本 へ の 帰 国途 中で4カ 月 ほ

ど ホ ノル ル に滞 在 して い るの で,ハ ワイ記事 は これ まで の 永 力 丸 関係 史 料 の どの 記事

よ りも詳 しい。 そ の時 代 はす で に カ メハ メ ハ4世 の 治世 とな って い る。

 『アメ リ力彦 蔵 自伝 』 全2巻 中川 務 ・山 口修(訳) 平 凡 社 東 洋 文庫13及 び22

昭和39年 刊

 π θ1物7α 伽 げ α」吻 ηθ∫8;What he has seen and the people he has met in the course

げ 伽 伽 げb吻 ク6α75.2vols・ の全 訳 で あ る。 発 行 年 は第2巻 が1895年(明 治28)で あ

るが,第1巻 は 不 明 。 か な り後 年 に書 か れ た もの だ け に記 憶 の ま ち がい もあ り,オ ア

フ島 に最 初 に 立寄 った お りの ことを 述 べ た箇 所 で は,そ こを オ ア フ島 の ヒ ロ湾 と して

い る。 ヒロ湾 は ハ ワイ 島 の港 で あ り,こ れ は ホ ノル ル とすべ き と ころ で あ る。 また,

2度 目 に ホ ノル ル を訪 れ た と きを カメハ メハ3世 の 時代 と して い るが,こ れ もカ メハ

メハ4世 の 誤 りで あ る。 こ う した 多少 の誤 りは あ る もの の,簡 単 な が ら も当時 の ハ ワ

イ王 国 の議 会制 度 や言 語 事 情 が語 られて い るIO)。
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